
 

 

 

 

 

 

＝＝＝＝＝＝プログラム＝＝＝＝＝＝ 

〇開会の辞 

 森下 和功氏（京大エネ理工・Ze 研究会）11 時 00 分～11 時 10 分 

吉川 榮和氏（シンビオ社会研究会）   11 時 10 分～11 時 20 分 

〇講 演 １             司会：藤井有蔵氏（シンビオ社会研究会）  1 時 20 分～12 時 00 分 

演題 中央制御盤のデジタル化更新について   

講師 石原 和大 氏 （関西電力（株）） 

～～～～～～～昼食(12 時～13 時)  ～～～～～～～ 

〇講 演 ２             司会：石井 裕剛氏（京大エネ科）   13 時 00 分～14 時 00 分 

演題 廃止措置への仮想化技術の応用 

―ふくいスマートデコミッショニング技術実証拠点（スマデコ）における取組－ 

講師 古澤 彰憲 氏 （日本原子力研究開発機構） 

～～～～～～休憩（14 時～14 時 15 分）～～～～～～ 

〇講 演 3              司会：森下 和功氏(京大エネ理工研） 14 時 15 分～15 時 15 分 

演題 核融合研究における原子レベルでのプラズマと材料の振る舞い 

講師 中村 浩章 氏（核融合科学研究所） 

～～～～～～休憩 15 時 15 分～15 時 30 分～～～～～～ 

〇講 演 4              司会：森下 和功氏(京大エネ理工研） 15 時 30 分～16 時 30 分 

演題  核融合炉設計および核融合炉材料開発の最近の動向  （インタネットによる講演） 

◆講演４A:  ⅔╟┘ ─ ─  

講師    日渡 良爾 氏（量子科学技術研究開発機構） 

◆講演４B:  ⅔╟┘ ─ ─  

講師    渡辺 淑之 氏（量子科学技術研究開発機構） 

〇閉会の辞           森下 和功氏（京大エネ理工・Ze 研究会）16 時 30 分～16 時 35 分 

  

国内ワークショップ『先端 ICT 適用による原子力安全の高度化』の報告 

【共催】  

    ゼロエミッションエネルギー研究拠点研究会（Ze 研究会） 

特定非営利事業活動法人シンビオ社会研究会 

【日時】令和２(2020)年 12 月 15 日(火) 午前 11 時～午後 4 時 30 分(受付開始 10 時 45 分) 

【場所】京都大学宇治キャンパス おうばくプラザ セミナー室  

京都大学宇治おうばくプラザ 〒611-0011 京都府宇治市五ケ庄 

【参加者数】36 名（会場 20 名、WEB 参加 16 名） 



＝＝＝ま と め＝＝＝ 

〇開会の辞 

森下 和功氏（京大エネ理工・Ze 研究会）より、今回の国内ワークショップは、京大エネルギー理工研 Ze

研究会とシンビオ社会研究会の共催に加えるに、同氏の関係する核融合エネルギーフォーラムのメンバーに声

掛けしてプログラムに協力していただいたこともあり、コロナの時期もあり、黄檗プラザでの会場参加と Web

参加によるハイブリッドな開催となった経由の説明があった。 

次いで、吉川 榮和氏（シンビオ社会研究会）より、本国内ワークショップは、本来は 11 月に岡山市で開催

の国際会議 STSS/ISOFIC/ISSNP2020 での国際特別セッションとして開催を企画していたが、同国際会議がコ

ロナ蔓延で来年 11 月中旬に延期されたため、本来の国際特別セッションの趣旨である「先端 ICT 適用による

原子力安全の高度化」はそのままにして原子力の範囲を核分裂炉のみでなく核融合炉に拡大してプログラムを

変更して国内ワークショップとして京大宇治キャンパスの黄檗プラザ開催することになった。WEB 開催を併用

した本ワークショップ開催の準備と実施を全面的に運営いただくエネ理工研森下先生およびその研究室の皆さ

んに感謝するとの経緯説明があった。 

 

開会の辞での森下氏による WEB 参加者への説明風景 

〇講演１： 中央制御盤のデジタル化更新について 

石原 和大 氏（関西電力株式会社 原子力事業本部 保全計画 G） 

 

石原 和大 氏の講演風景（左は司会の藤井氏） 

石原 和大 氏の使用 PPT はこちら 

http://symbio-newsreport.jpn.org/?type=report&action=view&id=154


【講演要旨】 

プラント４０年超運転に向けた安全性向上対策工事として中央制御盤のデジタル化更新（美浜３号、高浜１，

２号）を中心に、以下の事項が紹介された。 

・美浜３号、高浜１，２号の中央制御室・盤面設備を、第１世代から第４世代に更新（中央盤：アナログ計器及

びハードスイッチ⇒CRT画面によるオペレーション、保護系：アナログ⇒デジタル、制御系：アナログ⇒デジ

タル）。 

・原子力発電所以外では例えば化学プラントのように貯槽の温度・圧力・水位等の状態監視に無線通信を活用し

ているが、原子力発電所では通信傍受や電磁ノイズを考慮して無線ではなくハードワイヤを用いている。 

・更新の目的は、①保守性向上（指示計器等の生産中止）、②運転性向上（運転員の負担軽減、ヒューマンエラー

による誤操作低減）である。 

・警報装置は重要度及び優先度に応じた警報表示（赤：警報、黄：注意警報、緑：ステータス情報）により運転

性を向上。更新により約６割の確認内容を削減している。 

・運転支援システムの目的は運転員の心理的負荷の高い操作の負担軽減であり、運転員を支援する情報を大型表

示装置もしくは運転コンソールにて表示、または音声により告知する。 

・福島第一原子力発電所事故後、高浜１，２号は、新規制基準適合にかかる許認可に加え、６０年までの運転期

間延長の認可を取得。新規制基準適合にかかる安全性向上対策工事として、中央制御盤取替工事に加え、格納

容器上部遮へい設置工事、海水取水設備移設工事等を実施している。 

・中央制御盤取替工事の作業内容は①既設中央制御盤の撤去、②新設中央制御盤の設置、③ケーブルの敷設・接

続であり、工事の状況を写真で紹介。工事期間中は、仮設の監視装置によりプラント監視を行う。 

【質疑応答】 

Q1：シビアアクシデント時の操作盤・筐体は伊方発電所等も同様の設備があるのか。 

A1：新規制基準要求であることから伊方発電所等も同様と考える。 

Q2：以前はアナログのリレーシーケンスであったものをデジタルの大型スクリーンのものに取り替えたという

ことか。 

A2：スライド２のとおり、中央盤はハード計器であったものを CRT オペレーションのものに取り替えた。 

Q3：アナログからデジタルにする際に、ラスムッセンモデルという形のヒューマンインターフェースは考慮され

ているか。ラスムッセンモデルは人が操作するときに、スキルベース、ルールベース、ナレッジベースの 3

段階があり、その人のレベルに応じた表示をするものである。 

A3：（ラスムッセンモデルについては不明であるが、）運転員の負担軽減とともにヒューマンエラー低減を図って

いる。 

Q4：大型スクリーンにはインジケータだけでなく、現場の動画（ビデオ）も表示できるのか。 

A4：スライド９にお示しした大型表示装置の可変表示部に、PC 等を接続する形で動画等を表示することが可能

である。 

Q5：中央制御室では何人でプラント監視、操作しているのか。 

A5：当直の 1 班は７～１０人程度である。5 班体制で、3 直交代で 24 時間 365 日対応している。 

Q6：福島第一原子力発電所の事故のような時の対応の体制は。 

A6：中央制御室の運転員とは別に SA 対策要員を確保している。 

Q7：シナリオのない訓練があると聞いたことがあるが、どのような訓練か。 

A7：訓練にはシナリオ開示型とシナリオ非開示型の 2 種類がある。シナリオ非開示型は、訓練参加者にシナリオ

を知らせずに訓練を行うものである。 

Q8：中央盤をデジタル化することで SA 時の対応は楽になるのか。 

A8：事故対応時も運転員の負担は従来に比べて減る。 



Q9：福島第一原子力発電所事故では水位計が壊れるなどした。今回の取替でそういったことにも対応可能になる

のか。 

A9：SA 監視操作盤があるので対応可能である。また、それ用のバッテリーもある。 

 

〇講演２： 廃止措置への仮想化技術の応用 

―ふくいスマートデコミッショニング技術実証拠点（スマデコ）における取り組み－ 

古澤 彰憲 氏 （日本原子力研究開発機構） 

 

古澤 彰憲 氏の講演風景（右は司会の石井氏） 

古澤 彰憲 氏の使用 PPT はこちら 

【講演要旨】 

主に福井県敦賀市にあるふくいスマートデコミッショニング技術実証拠点（以下、スマデコ）での活動につい

て以下のような紹介があった。 

スマデコは近年の廃止措置の需要の高まりを受けて整備された拠点で、廃止措置解体技術検証フィールド、レ

ーザー加工高度化フィールド、廃止措置モックアップ試験フィールドの 3 つのフィールドで構成されており、大

学・企業等の外部利用者も有償で利用可能な供用施設である。本施設では「スマートデコミッショニング」を「安

全かつ経済的に合理的な廃止措置」とし、その実現のために仮想現実技術、レーザー技術、実証用モックアップ

の 3 つの技術を核として活動している。その中でも特に解体技術検証フィールドでは、ふげん内部やスマデコ利

用者のニーズを踏まえた点群データの取得・整理と、仮想化技術をはじめとした点群データの応用法の検討等に

取り組んでいる。各種現場作業の事前検討を仮想空間内で行うことにより、解体作業時の作業員の被ばく量を低

減することを可能にしている。今後もふげんの点群データの取得と整理を継続して行うとのことである。また、

これらのデータを用いて、これまで解体作業に参入したことがない地元企業を対象に解体作業の現場を仮想体験

して頂くことで、廃止措置事業参入の障壁を下げることなども試みられている。なお、スマデコは初回無償とな

るトライアルユース制度を利用して仮想現実感技術を用いてふげん内部に仮想的に没入する体験をすることが

可能である。さらに、スマデコでは、技術課題解決促進事業として、地元企業の有望技術の検証なども行われて

おり、例えば、床に配管などの障害がある廃止措置現場を自在に移動できる多足型ロボットを開発・検証するこ

となども行われている。 

【質疑応答】 

Q1：廃止措置現場を歩行できるロボットについて、過酷な環境で使うためには耐久性も問題になると思う。今回

のロボットでは耐久性などは問題にならないのか？ 

A１：今回のロボットではそれほど過酷な環境で使用することは想定していないので、現時点では問題になって

http://symbio-newsreport.jpn.org/?type=report&action=view&id=155


いない。 

Q２：MR システムは複数人で同時に体験できるのか？ 

A２：可能であるが、そのためには HMD を複数台準備する必要がある。 

Q３：レーザースキャナを用いて現場を点群化しているとのことだが、現役のプラントであればそれほど頻繁に

現場の形状が変わることはないと思うが、ふげんの様に解体が進んでいる環境では、データを最新に保つ

ために頻繁に計測する必要があるのではないか？その際、計測の負担は問題にならないのか？ 

A４：現在のレーザースキャナは重量が大きく、計測時の負担がある。また、機器の設置場所によっては、機器

の裏側を計測する必要があるが、狭隘部はハンディ型のレーザー計測器の採用も検討中である。 

Q５：廃炉処分は福井県内で 6000 億の市場規模と説明されたが、年間当たりの額か？またその根拠は？また、

MR システムの市場規模と導入効果はどうか？ 

A５：福井県内で 6000 億円としたのは、平成 28 年 11 月時点で廃止措置申請中の美浜 1,2 号機、原電 1 号機の

廃止措置は 2017 年度から開始すると想定、その他の原子力発電所は、運開後 40 年を経過した時点で廃止

措置に移行すると想定、廃止措置に必要な期間を３０年と想定し、県内全ての商用原子炉（１３基）を廃

炉にするのに完了するまでの試算額である。この値は、原子力発電所の廃止措置を巡る会計制度の課題と

論点（平成 25 年 6 月資源エネルギー庁）で述べられている、原子力発電所の廃止措置の費用（p.7）の下

限値を用いた。一般論として MR システムの市場規模ということであれば、VR/AR/ まで含めた国内外 XR

市場の市場規模は、２０２５年には１兆円以上との新聞報道がある。 

MR システムを導入することで生まれる効果の算定は難しいが、 

 a) 放射線管理区域に入域する必要がないことで被ばく量の低減が図れる。利用者数×被ばく線量の積で表す

マンシーベルトで定量化可能と考えている。 

 b) 放射線管理区域に入場するための手続きの煩雑さにより、工事見積もりのための下見等が難しい状況にあ

る。このため、すでに実績ある企業が有利な状況にあり、新規企業参入の障壁となっている。仮想空間で、

工事見積が可能となれば、健全な競争となる。定量的な算定は難しいが、地域の活性化に重要と考えている。

今後の MR を含めた仮想化技術の発展と装置の低廉化が進む中で、スマデコ施設にて蓄積・実証した技術や

ノウハウは原子力プラントや廃止措置に限らず広く社会に展開・応用可能と考える。 

 

〇講演 3： 融合研究における原子レベルでのプラズマと材料の振る舞い 

中村 浩章 氏（核融合科学研究所） 

 

中村 浩章 氏の講演風景 

中村 浩章 氏の使用 PPT はこちら 

http://symbio-newsreport.jpn.org/?type=report&action=view&id=161


【講演要旨】 
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─ ≢╙№╢ ─ ⌐╟╡⁸HeⱣⱩꜟ≤╟┌╣╢♫ⱡ ⅜ ⌐ ∆╢↓≤⁸Fuzz

≤╟┌╣╢ ─╟℮⌂♫ⱡ ⅜ ⌐ ↕╣╢↓≤≢№╢⁹Fuzz │ ⌐ ⅛╠ ⇔⁸ⱪꜝ

☼ⱴ⌐ ⇔⁸ ⌐⌂╢↓≤⅜ ↕╣≡™╢⁹∕↓≢⁸↓─╟℮⌂ ⅜≥─╟℮⌂ⱪ꜡☿☻⌐╟∫≡

↕╣≡™ↄ⅛╩ ─ ⅛╠ ═╢↓≤⌐⇔√⁹ ∂ ●☻ ≢№╢ Ar ╛ Ne ≢│ Fuzz │ ↕

╣⌂™⁹He∞↑⅜⌂− Fuzz ╩ ∆╢─⅛╙ ™⁹ 

╠│⁸Fuzz ╩ ∆╢√╘⌐│⁸ ⁸ ≤ ⁸He ⱣⱩꜟ─ ⁸Fuzz ♫ⱡ

─ ≈─ⱪ꜡☿☻⅜ ≢№╢↓≤⌐ ⇔⁸↓╣╠╩ ◦Ⱶꜙ꜠כ◦ꜛfi⌐╟╡ ═╢↓≤⌐⇔√⁹√∞

⇔⁸↓╣╠─ │⁸ ⁸╙⌐ꜟכ◔☻ ╙ꜟכ◔☻כ◑ꜟⱠ◄⁸╙⌐ꜟכ◔☻ ⅝ↄ ⌂╢√╘⁸

BCA⁸ DFT⁸ MD⁸⸗fi♥◌ꜟ꜡ KMC ⌂≥─ ─◦Ⱶꜙ꜠כ◦ꜛfi

╩ ∆╢↓≤⌐⇔√⁹∕─ ⁸He─╖⅜ 100○fi◓☻♩꜡כⱶ ─ ⌐ ⇔℮╢↓≤⁸He │

≢ ⇔ⱣⱩꜟ╩ ⇔╛∆™↓≤⁸╕√⁸↓╣╠─ ─ ⁸ ⌐ Fuzz ╠⇔⅝ ⅜ ↕╣

≡™ↄ↓≤⁸↕╠⌐│⁸ ⌂ ─ ⌐╟╡⁸ ≢ ↕╣╢ Fuzz ─ ⅜⌂↕╣≡™ↄⱪ꜡

☿☻╩ ∆╢↓≤⌐ ⇔√⁹ 

↓─╟℮⌂ ꜠ⱬꜟ─◦Ⱶꜙ꜠כ◦ꜛfi │⁸ ─ⱪꜝ☼ⱴ ─ ⌐≤≥╕╠⌂™⁹

╠│♩ꜞ♅►ⱶ ⌐╟╢ DNA ─ ⌐╙ ⇔≡™╢⁹ ─ DNA ⌐ ╡ ╕╣√

─ H ≤ ⇔√ ♩ꜞ♅►ⱶ│⁸12 ─ ≢ⱬכ♃ ∆╢⁹∕─ ⁸ⱬכ♃ ⌐╟╢ ╛⁸♩ꜞ♅



►ⱶ─ ⌐╟╢Ⱬꜞ►ⱶ ⌐╟╡⁸DNA ⅜ ╩ ↑╢↓≤⅜ ↕╣≡™╢⁹∕↓≢⁸DNA ─ H ╩ He

⌐ ⇔√ ◦Ⱶꜙ꜠כ◦ꜛfi╩ ⇔√≤↓╤⁸♅Ⱶfi≤▪♦♬fi─ ─ ╛◦♩◦fi≤◓▪

♬fi─ ─ ⅜ ╣⁸DNA ⅜ ╣≡™ↄ ⅜ ╠⅛⌐⌂∫√⁹ │ Fuzz ─ ≤≤╙

⌐⁸ ╙ ⇔≡ ∫≡™ↄ⁹ 

【質疑応答】 

Q ◓ꜝⱨ□▬♩⌐≈™≡│ ⁸ ─ ≢ ⌐⇔√↓≤⅜№∫√⁹∕─ ╩ ╕ⅎ╢≤⁸HOPG

⅜◓ꜝⱨ□▬♩─╟℮⌂ ≢⌂™╟℮⌐ ⅎ⁸↕╠⌐⁸ ╩ ∆╢≤ ⅛╠ ╣≡™╢

╟℮⌂ ⅜№╢⁹ 

A1 ─◦Ⱶꜙ꜠כ◦ꜛfi≢│ ⅛╠ ╣╢↓≤⅜ ⅎ√⁹ ╩ ◦Ⱶꜙ꜠⁸≢─™⌂™≡⇔♩כ

─ ≤⇔≡ ⇔√™⁹ 

Q2 ─ ≤⇔≡ ⅜ ™╠╣≡⅔╡⁸∕─ ⌐ꜞ♅►ⱶ⅜ ╡ ╗⁹↓─ ╩ ℮√╘⁸

─◦Ⱶꜙ꜠כ◦ꜛfi≢ ╦╣≡™╢ ╩ꜞ♅►ⱶ⌐ ⅎ╢≤ ─ ≤⇔≡ ⅜ ↑╢─≢│⌂™⅛⁹ 

A2 ─◦Ⱶꜙ꜠כ◦ꜛfi│⁸ ⅜ⱪכꜟ◓ ⱷכ◌≤ ╩↕╣≡⅔╡ ⱴכ♥⌂

≢№╢⁹ ─◦Ⱶꜙ꜠כ◦ꜛfi╩ ™╢√╘⌐│⁸ꜞ♅►ⱶ╩ ⅎ╢ ⌂ ⱳ♥fi◦ꜗꜟ ⅜

↕╣≡™╢⅛≥℮⅛─ ⅜№╢─≢⁸ ≢│ ⌐ ╩ꜞ♅►ⱶ⌐ ⅝ ⅎ╢↓≤│≢⅝⌂™⅜⁸

⇔≡™⅝√™⁹ 

 

〇講演 4： 核融合炉設計および核融合炉材料開発の最近の動向 （インターネットによる講演） 

◆講演４A:  ⅔╟┘ ─ ─  

日渡 良爾 氏（量子科学技術研究開発機構） 

 

日渡 良爾 氏の WEB 講演風景 

日渡 良爾 氏の使用 PPT はこちら 

【講演要旨】 

⌐╙≤≠ↄ ─ ─ ⌐ ∆╢ ⅜№∫√⁹ ⱨꜝfi☻⌐ ─

ITER⁸∕─ ╩ ⅎ≡─ ─ ⁸ ⌐ ╦╢ ICT ⁸↕╠⌐⁸ ⌐⅛⅛╦

╢ ⅜⌂↕╣√⁹ 

│ 2050 ↔╤⌐ ⇔⁸∕─ ⁸2100 ↔╤⌐│⁸ ─◄Ⱡꜟ◑כ ⌐ ∆╢╟℮

╩ ╘√™⁹↓╣│◄Ⱡꜟ◑כ☿◐ꜙꜞ♥▫┼─ ⌐╙⌂╢⁹ ⁸ ≢│⁸ ◄Ⱡꜟ◑כ─

http://symbio-newsreport.jpn.org/?type=report&action=view&id=159


│Ɽꜞ ⌐ ≠ↄ ≤⇔≡─ (2019 )╛⁸╕√⁸ ▬ⱡⱬכ◦ꜛfi

(2020 )⌐╙ ↑╠╣≡™╢⁹ 

♩◌ⱴ◒ ≢ ⅔╟┘♩ꜞ♅►ⱶⱪꜝ☼ⱴ╩ ⌐╟∫≡ ∂ ╘╢ ╩ ∆╢ IT ER

⌐≈™≡│⁸2020 ⌐ ╖ ≡ ITER ─ ─▪♬ⱷכ◦ꜛfi╩ VIDEO ≢ ╩ ⇔⁸2025

⌐ ╩ ™╦╝╢⁸ⱨ□כ☻♩ⱪꜝ☼ⱴ─ ∆╢ ≢№╢⁹ITER ─Ⱶ♇◦ꜛfi│⁸50 kW

─ ╩ ℮≤≤╙⌐⁸ ─ ≢№╢⁹╕√⁸ ◄Ⱡꜟ◑כ┼─ ICT ─ ≤

⇔≡⁸ITER ≤ NTT ─ ⅜ ╦↕╣⁸NTT ─ ₁─ ⁸ Ⱡ♇♩꞉כ◒ ⁸

╩ꜝfiⱨ▬◒כⱣꜟⱠ♇♩꞉כ꜡◓fi◓⁸▫♥כꜙfiⱧ◖⁸☺כ꜠♩☻♃כ♦ ╗ ─ ╩ ITER

⌐ ∆╢↓≤⅜ ╖╠╣≡™╢⁹Ⱡ♇♩꞉כ◒⅛╠ ╕≢⁸∆═≡⌐ⱨ◊♩♬◒☻ⱬכ☻─ ╩ ⇔ ○

◒כⱠ♇♩꞉ה☻◒♬♩◊ⱨꜟכ ⁸ ≤♦☺♃ꜟ ─ ↑ ╦∑⌐╟╢ ╩ ♦☺♃ꜟ♠▬

fi◖fiⱧꜙכ♥▫fi◓ ⁸↕╠⌐│⁸№╠╝╢╙─╩ ≢≈⌂™≢ ↕∑╢ ◖◓♬♥▫Ⱪהⱨ□►fi♦כ◦ꜛ

fi √╘─ ≢№╡⁸IOWN ≤ ┌╣≡™╢⁹↓╣⅜ ∆╢≤⁸ITER ⅛╠ ╕≢╩ 50GB/ ≢

┬↓≤⁸◦Ⱶꜙ꜠כ◦ꜛfi ≤ ITER ╩≈⌂←↓≤⁸ITER ≥♃fi☿♃כ♦─♩▬◘ ╩ ♃כ♦≢╪

╩ ℮↓≤⅜ ⌐⌂╢⁹ ⁸ QST ≤ NTT ─ ⌐╙⁸ √⌐

╩ ⇔√⁹↓╣│⁸QST─ ─ ⌐ ↑⁸ ◦Ⱶꜙ꜠כ◦ꜛfi─☻Ɽ◖fi─ ⁸

⌐™≡╙ ITER ╩☻כⱬ♃כ♦─ ∫≡ ≢⅝╢╟℮ ITER ☿fi♃כ REC ─ ⁸REC

⅔╟┘☻Ɽ◖fi╩≈⌂™≢ ⱦ♇◓♦כ♃╩ ╡⁸ ⌐ ∆╢ ╩ ∆ ™⅜№╢⁹ 

↓↓╕≢ ⇔√ ITER ─ ─ ╩ⱬ⁸2035⌐☻כ ⌐│⁸ ─√╘─ DEMO ╩ ⌐

╢⅛≥℮⅛╩ ⇔⁸∕─ ⁸2050 ↔╤⌐│ ↕∑√™≤ ⅎ≡™╢⁹ kW ╩ ⅎ╢ ⇔√

╩ ╡ ⇔⁸↕╠⌐⁸ ⅔╟┘ ─ ─ ∆╢↓≤⅜ ─Ⱶ♇◦ꜛfi⌐⌂╢⁹↓─╟℮

⌂ ╩ ─Ɽfiꜗ☺ꜟכ○⁸∏╕⁸⌐╘√╢∆ ≠ↄ╡⅜ ⌐⌂╢⁹∕─√╘⌐⁸2015 3

⌐ ╩ ─ⱴ♇ⱪ♪כ꜡⁸⇔ ⁸ ─√╘─ ─ ⁸

ⱶכ♅ ─ ⱶכ♅ ╩ ∆╢⌂≥⇔≡⁸ ─ ⅜№╢ ⅜ ↕╣

≡™╢⁹ 

ⱴ♇ⱪ≢│⁸2020♪כ꜡─ ≤ 2025 ⌐ ♅▼♇◒&꜠ⱦꜙכ╩ ™⁸2035 ⌐

╩ ∆╢⅛─ ╩ ℮⁹∕─√╘⌐⁸2020 ╕≢⌐⁸ ─ ╩ ⇔⁸∕─ 2025

╕≢⌐ ─ ⁸2035 ╕≢⌐ ╩ ℮↓≤⌐⌂∫≡™╢⁹↓╣╩ ∆╢√╘⌐⁸

≢│⁸ ─ ™ ⁸R&D ─ ↕™ ╩ ∆╢↓≤⁸2020 ⌐ ◖☻♩╩

╘√ ╩ ∆╢↓≤⌐⇔√⁹ ≢│⁸ 500MWe ⁸ 15.5MPa⁸

290 325ϴ ╩ ⇔≡™╢ ─ ⌐≈™≡⁸▪♬ⱷכ◦ꜛfi╩ ⁹ 

─ ⌐≈™≡│⁸ ⌐ ≠ↄ♩ꜞ♅►ⱶ ∂ ╘ ─ ⅜ ≢№╢⁹

≢│⁸╕∏ ⅜ ⇔⁸∕─ ⁸ ─ │ ⌐ ↕╣╢╙──⁸♩ꜞ♅►ⱶ─ ↨∫√

⅜ ┼ ∆╢ ─ ⅜ ↕╣√⁹ ≢─ ─ ─№╢ MELCORE ⌂≥≢

⇔⁸♩ꜞ♅►ⱶ─ ╩ ⇔≡™╢⁹ ─ ⁸IAEA ┌ↄ << 100mSv

│⁸ ⌐ ↕╣╢↓≤⅜ ↕╣√⁹ ⁸ ⱪכꜟ≢ ╩ →⁸♩ꜞ♅►ⱶ─ ╩ ⅎ╢↓

≤⅜ ≢№╢⁹ ⁸ ⌐ ╦╢ ⌐≈™≡│⁸ ⇔√Ⱪꜝfi◔♇♩╩ ⌐ ⇔⁸∕

─ ⁸ ⅜ ≢≥─╟℮⌐ ∆╢⅛╩ ═╢↓≤⅜ ⌐⌂╢⁹ ─ ⁸ │↕╒

≥ ⅝ↄ⌂ↄ⁸ ╩ ∆╢↓≤─ ⅜№╢≤ ↕╣≡™╢≤─ ⅜№∫√⁹ 

【質疑応答】 

Q1 ─ │≥↓⌐ ↕╣╟℮≤⇔≡™╢─⅛⁹ 

A1 ─ │ ⌐│ ╕∫≡™⌂™╙──⁸∆≢⌐ ⅜ ⌐ ╡ ⇔≡™╢⁹ 

Q2 ≢│ ↄ─♩ꜞ♅►ⱶ⅜ ≤↕╣╢⅜⁸ ⌐│⁸ ─ ≢√ↄ↕╪─♃fi◒ ⌐



♩ꜞ♅►ⱶ ⅜ ↕╣≡™╢⁹↓╣╩ ─ ⌐ ℮↓≤│≢⅝⌂™─⅛   

A2 ─♩ꜞ♅►ⱶ ⌐≈™≡│⁸↓─ │≤≡╙ ↄ⁸∆═≡─♃fi◒─♩ꜞ♅►ⱶ╩ ╘≡╙⁸ ₁

◓ꜝⱶ○כ♄כ ⌐⇔⅛⌂╠⌂™⁹ ⁸ ≢│◐꜡◓ꜝⱶ○כ♄כ─♩ꜞ♅►ⱶ⅜ ⌐⌂╢⁹

─ ™♩ꜞ♅►ⱶ╩ ⇔≡ ⅔℮≤™℮↓≤⌐│⌂∫≡™⌂™⁸╕√⁸ 12 ─♩ꜞ♅►ⱶ│

─ ⌐│ ≢⅝⌂™⁸ 

C ─ ≢│⁸ ─♩ꜞ♅►ⱶ│≤≡╙ ⌂™ ≢№╢⁹∕─ ─ ⌐ ⅞⇔≡™╢─⅜

≢∆⌡⁹ 

 

◆講演４B:  ⅔╟┘ ─ ─  

渡辺 淑之 氏（量子科学技術研究開発機構） 

 

渡辺 淑之 氏の Web 講演風景 

渡辺 淑之 氏の使用 PPT はこちら 

【講演要旨】 

⌐╙≤≠ↄ ─ ─ ⁸ ⌐⁸ Ⱪꜝfi◔♇♩ ⌐⅔↑╢

─ ─ ⌐ ∆╢ ⅜№∫√⁹Ⱪꜝfi◔♇♩ │ ⌐ ↕╣⁸ ∆

╢⁹⇔⅛⇔⁸ ─ ⅜⌂™─≢⁸ ◦Ⱶꜙ꜠כ◦ꜛfi╩ ⇔√ ⅜ ╦╣≡™╢⁹ 

╕∏⁸ ⌐╟╡Ⱪꜝfi◔♇♩ Fe-8Cr-2W ≢ ⅝╢ ─ ⅜№∫√⁹

⌐╟╡ ↕╣╢ ─ ◄Ⱡꜟ◑כ│ ⌐ ↄ 14MeV ⁸↓─ ⅜ ⌐ ↕╣╢≤⁸

─ ⅜ ⅛╠│∂⅝ ↕╣⁸ ╛ ⌂≥─ ⅜ ⌐ ↕╣╢⁹╕√

≢│ ╙ ↓╡⁸Ⱬꜞ►ⱶ He ⅜ ↕╣╢↓≤╙№╢⁹↓╣╠─ ⅜ ה

∆╢↓≤≢⁸ ╛ ⁸ Ⱬꜞ►ⱶה ⌂≥⅜ ↕╣╢⁹↓℮⇔√

─ │⁸ ─Ⱶ◒꜡ ⌐ ╩╙√╠∆↓≤⌐⌂╡⁸∕─ ─ │⁸ ⌐ ↄ⌂╢⁸ ↄ⌂

╢⁸ ╣╢ ∆╢⁹↓℮⇔√ ≢ ╦╣╢ ╩ ∆╢ ⌐│⁸ ╩ ═≡⅔ↄ ⅜№╢⅜⁸

≢│ │ ⇔⌂™─≢⁸ ╛▬○fi ⌂≥─ ≢ ↕

╣╢⁹↓╣╠─ ─ ↓↓≢⁸ ≤│⁸ ─ dpa/s ≤Ⱬꜞ►ⱶ

appmHe/s ≢ ↕╣╢ │⁸ ⌐ ─∕╣≤│ ™⌐ ⌂╢⁹∕↓≢⁸ ─ ⌐№√∫≡

│⁸↓─ ─ ™╩ ⇔√ ≢⁸ ╩ ∆╢ ⅜№╢⁹ 

⌐⁸ ⱪ꜡☿☻⌐ ∆╢ ⅜№∫√⁹ ⱪ꜡☿☻⌐│⁸ ⁸ ⁸Ⱶ◒꜡

⁸ ⁸ ╩╠╣↓⁹╢№⅜☺כ♥☻─ ∆╢⌐│⁸ ₁─ ╛ ◦Ⱶꜙ꜠כ◦ꜛ

fi ╩ ╖ ╦∑≡™ↄ ⅜№╢⁹↓╣╩ⱴꜟ♅☻◔כꜟ⸗♦ꜞfi◓≤ ╪≢™╢⁹

http://symbio-newsreport.jpn.org/?type=report&action=view&id=160


⌐ ∆╢ ─ ⱪ꜡☺▼◒♩⌐⅔™≡│⁸ ≈─ ♪כ◖ 1 Ⱶ◒꜡ ⱬכ☻─

⁸ 2 ☻◄ꜞfi◓ ⁸ 3 ⁸ 4  ─ ╩ ╘≡™╢⁹ ⌐⁸

─ ╩ ∆╢⁹ 

─ │⁸ ☻◄ꜞfi◓ ─ ⸗♦ꜟ─ ⌐ ∆╢╙─≢№╢⁹↓─♃☻◒≢│⁸

⌐⁸ ◦Ⱶꜙ꜠כ◦ꜛfi ╩ ∫≡™╢⁹ ≢│⁸ ╛ ה

Ⱬꜞ►ⱶ ─ ⌐╟╡⁸ ─ⱴ◒꜡⌂◘▬☼│ ⅝ↄ⌂╢ ☻◄ꜞfi◓ ⁹↓╣╩ ≢ ═

╢─≢№╢⅜⁸ ─ ☻◄ꜞfi◓⸗♦ꜟ⌐⅔™≡│⁸ ─ ⌐≈™≡⁸ ◘▬☼╩

⌐ ⇔≡™√⁹∆⌂╦∟⁸№╢ ─ ⌐ ℮╟℮ ◘▬☼╩ ⌐ ╘≡™√─≢№╢⅜⁸↓─

⸗♦ꜟ∞≤⁸ ⅜ ╦∫≡⁸ ◘▬☼⅜ ╦∫√ ⁸↓─ ⅜ ∆╢↓≤⌐⌂╢⁹∕↓≢ ₁

│⁸ ⌐╟∫≡ ◄Ⱡꜟ◑כ╩ ⇔⁸ ─ ─ ╩ ⌐ ═√⁹

↓╣╩ⱴ◒꜡⸗♦ꜟ⌐ⱨ▫♇♩∆╢╟℮⌐ ∆╢↓≤≢⁸№╠╝╢ ⌐╙ ⌂ ⸗♦ꜟ

╩ ⇔√⁹↓─ ⇔™⸗♦ꜟ╩╙≤⌐⁸2700 ─ ╩ ⇔⁸ ─☻◄ꜞfi◓ ╩

⇔√≤↓╤⁸ ╩ ⌐ ≢⅝╢╟℮⌐⌂∫√⁹↕╠⌐⁸ ─ ™⌐╟╡☻◄ꜞfi◓ ⅜≥╣ↄ

╠™ ╦╢⅛╩ ═╢↓≤⅜≢⅝╢╟℮⌐⌂∫√⁹ 

⌐⁸2 ─ ≤⇔≡⁸Ⱪꜝfi◔♇♩ F82H ─ Cr23C6 ─√╘⌐

⌐ ↕╣≡™╢ ⌐⅔↑╢ ─ ╩ ∆╢⁹ ╟╡⁸ ⅛╠│⁸

↓─ ⅜ ─ ⌂♩ꜝ♇Ⱨfi◓◘▬♩⌐⌂∫≡™╢ ⅜ ↕╣≡™√⁹Cr23C6 ─╟℮⌂

─ ⌐ ⅜ ⌐ ↕╣╢≤⁸ ╛♩ꜞ♅►ⱶ ─ ⅜ ↕╣≡™╢√╘⁸

─ ─ ╩ ⌐ ∆╢ ⅜№╢⁹∕↓≢ ₁│⁸ ╩ ™⁸

─ ⌐╟╢ ─ ◄Ⱡꜟ◑כ ╩ ⇔√⁹∕─ ⁸╛│╡⁸Fe ╟╡│ Cr23C6 ⌐

⅜ ⌐ ↕╣≡™╢↓≤⅜ ↕╣√⁹↓─ ⁸ │ ≢│⌂ↄ◒꜡ⱶ ─ ⌐ ⇔

≡™√⁹↓─ ⱷ◌♬☼ⱶ╩ ═╢√╘⌐⁸ ─ ⌐ ⇔≡ⱴꜞ◔fi ╩ ⇔√≤

↓╤⁸ │ ─ ⌐ ⇔≡⅔╡⁸ ⌐ ⇔√◒꜡ⱶ ─ ⌐ ∆╢↓≤≢ ─◄Ⱡꜟ◑כ⅜

⅝ↄ ∆╢⁸ ∟ ⅜ ⌐ ↄ ↕╣╢↓≤╩ ╠⅛⌐⇔√⁹ 

⌐⁸ ─╕≤╘⅜ ╖ →╠╣√⁹ ╩ ∆╢√╘⌐⁸ⱷ◌♬☼ⱶ─ ⌐ ≠™√⸗♦

ꜟ ╛ ⅜ ≢№╢↓≤⁸ ⱪ꜡☿☻│ⱴꜟ♅☻◔כꜟ ≢№╡⁸∕─ ⌐│

⌂ ╛ ◦Ⱶꜙ꜠כ◦ꜛfi ─ ╖ ╦∑⅜ ≢№╢↓≤⁸Ⱳ▬♪─ ╩⸗♦ꜟ ⇔⁸Ⱳ▬

♪☻◄ꜞfi◓─ ╩ ⌐⇔√↓≤⁸↕╠⌐⁸ ─ ⌐╟╢ ─ ⱷ◌♬☼ⱶ╩

═√⁹ │⁸ ─ ⌂ ╩ ╡ ╪≢⸗♦ꜟ─ ╩ ↕∑╢≤≤╙⌐⁸ ─ꜟכ◔☻

┼─ ╡ ╖╩ ℮↓≤≢⁸ ─ ╩ ╕ⅎ√ ─☻◄ꜞfi◓ ⁸

─ ┼─ ╩ ∆⁹ 

【質疑応答】 

Q1 Ⱪꜝfi◔♇♩│≥╣ↄ╠™─ ⅎ╢─⅛⁹ 

A1 ─ ≢™ↄ≤⁸ ─ Ⱪꜝfi◔♇♩ │ 20dpaↄ╠™╕≢│ ⅎ╢≤ ⇔≡™

╢⁹↓╣│ 1 ─ ⌐ ∆╢⁹1 ⇔√╠ ∆╢↓≤⌐⌂╢⁹◖☻♩≤╙ ∆╢─≢⁸

⌐ ∆╢ │≢⅝╢∞↑ ™ ⅜╟™⁹ 

Q2 ◄Ⱡꜟ◑כ ─ ⌐ ∆╢ │ ™≤ ℮⅜⁸ ⌐│ ⅜⌂™─≢⁸ ⅝ ↑≡⇔╕

℮─≢│⌂™⅛  

A2 Ⱪꜝfi◔♇♩│ ╖⅜ 1.5 2 №╢⁹↓─ ⌐⁸ ◄Ⱡꜟ◑כ ≤™ⅎ≥╙ ≤ ⇔

≡◄Ⱡꜟ◑כ⅜ ∆╢⁹╕√⁸Ⱪꜝfi◔♇♩─ ♪ꜟכ◦│⌐ ⅜ ↕╣≡™╢─≢⁸ ⅜

⌐ ∆╢↓≤│⌂™╟℮ ↕╣≡™╢⁹ 

Q3 ♩◌ⱴ◒ ─ ╩ ⅎ≡™╢╟℮≢№╢⅜⁸ ─ │╙│╛ ↕╣⌂™─⅛⁹ 



A3 ₁QST ≢│♩◌ⱴ◒ ─ ⌐ ⇔≡⅔╡⁸ (ITER)╙♩◌ⱴ◒ ≢

№╢⁹ ≢⁸Ⱬꜞ◌ꜟ ─ ╩ ∫≡™╢ ╙№╢⁹ 

 

 

会場での質疑風景 

●閉会の辞 

森下 和功氏（京大エネ理工・Ze 研究会）より、会場参加と Web 参加によるハイブリッドな遠隔ワークシ

ョップは初めての経験だったが、研究室スタッフと参加の皆さんの協力で滞りなく実施できたことは収穫だっ

た。今年は核分裂に核融合を加えた原子力を対象にしたテーマで国内ワークショップを行ったが、来年は原子

力に再生可能エネルギー等も加えた国内ワークショップとなるようにシンビオ社会研究会の吉川会長と相談し

て企画したいので、本日参加の皆様には是非協力くださいとの期待の言葉でワークショップを閉められた。 


